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大橋禅太郎の

すごい会議の全体会議は月2回行われていて、その
うち年4回は僕が日本に行って実際に会って行ってい
る。その会議は毎回素晴らしいのだが、時差が毎年ひ
どくなっていてアメリカに戻ると1カ月ぐらい調子が
悪い。つまり年間4カ月調子が悪い。
さて、時差の対策方法、ネットで調べると、いろい
ろあるが、一個の方法を除き使い物にならない。で、
その使い物になるのは「西行きは時差の影響が軽く、
東行きは本当に辛い」。ただこの方法の問題は、アメ
リカから日本に行く時（西行き）はいいが、アメリカ
に戻るとき（東行き）で使えない。
ご存知の方も多いかもしれないが、スターアライア

ンスとワンワールドそれぞれ別々に結託して「世界一
周運賃」という素晴らしい仕組みがある。安い時期だ
とビジネスクラスの世界一周で$3,500。7月のピーク
時でも$7,500程度とビジネスクラス片道運賃よりも安
い。もちろん、値段帯ごとの空席設定があるので、「世
界一周の値段だとその便は空席はありません」となる
こともあるが、かなり前に予約したり、ルーティング
をアレンジしたり、またはエキゾチックな街に1泊す
れば僕の場合問題にならない。これを使えば、「西行
き」だけで日本出張ができるぞ！と。

さて、世界一周のルーティングだが、サンフラン
シスコ→東京→パリ→NY→サンフランシスコに決め
た。NYには友人がいるので暇にならないが、パリに
一人で数日いる間に何をやるか探していた。そんな時
にネットサーフィンをしていると、パリにあるフラン
ス語学学校のページが出てきて、なんと1週間のコー
スもあるというではないか！僕はすぐに乗っかるこ
とにして、申し込みページから必要事項を記入して
いくと、「宿は自分でアレンジするか？寮に入るか？
ホームステイにするか？」と聞いてくる。えっつ？ホー
ムステイ？　僕は高校で1年留学していたからホーム
ステイの大変さとそれにまつわるドタバタをよく理解
していて、一瞬びびったが、僕の癖（興味深い方を選
ぶ）で、ホームステイをポッチっとしてしまった。
そんなこんなで、観光客でなく「学生（財布に学生
証も入ってる）」として過ごすパリ。就職や進学のた
めの資格は必要ないので、学校は気楽なもの。若い学
生たちとご飯を食べたり、歩いて１時間の通学路の帰
りにカフェで飲酒したりととにかく満喫して、次回か

ト
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らは1週間でなく2週間にすると決めた。すでに今年
の世界3周分のチケットが手元にある。（次回からは
ホテルね）

さて、アメリカに戻り、前回のクラス分けの下から
2番目のA1bから、次回は1つ上のA2aに入るために
週5日、オンラインでフランス語の個人レッスンを受
けることにした。

Preplyというオンラインの個人レッスンサイトに
ログインして、3人の先生候補を見つけてそれぞれお
試し1時間レッスンを申し込んだ。

1人目のArnaud先生（本名）（男性）が気に入って、
まずは週3のレッスンを入れた。2人目の先生（女性）
は「あなたの趣味はなんですか?」に対して、僕の答え
を言った後に「で先生の趣味はなんですか？」と尋ねた
ら、それは自己紹介のセクションが終わってからやり
ましょうと言われ、むかっときてやめた。3人目の先
生デュマ（仮名）（男性）は1人目とは対極にある明る
い先生で、この先生を週2日入れた。それが3週間前。

昨日そのサイトにログインしたら、来週は次の月間
契約の自動更新がされますと出てきた。僕はちょっと
焦って、デュマ先生はキャンセルしなきゃ！で、僕の
焦りぶりに自分が驚いて、「あーそんなに気に入らな
いんだ」と気がつき、今週分の２日はArnaud先生に
振り替えた。

ここでちょっと考えてみたいのは、僕（そして世界
の多くの人々）がどうやってサービス提供者を選ぶか。
妻と新しいレストランに行くと、しっかり選んだ店だ
からほぼ「美味しいね」となる。じゃあもう一度行く
かと言えば、95％以上の場合No。この違いがどこか
ら出るのか？

それは、「気持ちよさ」が支配的なんじゃないだろ
うか？ 主にインターラクションの気持ちよさ。（もち
ろん主たる食事や、コンサルティングだったら成果と
かその辺がしっかりしているという前提で）

もちろん人によってスイートスポットは違うから、
その人によっての気持ち良さの話。ただ、多くの人に
アピールする気持ち良さは存在することは確か。

50分のArnaud先生とのレッスンは最初の25 〜 30
分はフリー会話。3回前の会話で、「調子はいかがで
すか？」から始まり、天気どう？で、「天気とてもい
いですよ」に「この後奥様とプロムネ（目的地なしに気

ままに歩く（恋愛小説でよく使われる））されるんです
か？」に僕は、「我が家にはトイレが３つあってその
３つとも調子が悪い。で、先ほど意を決して僕がリー
ドして夫婦で1つ目を直した。で僕はこれからレッス
ンがあるからやり方は分かったはずなのであと2つは
あなたが直してと伝えたら機嫌が悪い」、先生は苦笑
して、「でも僕の質問はこの後プロムネするかです」。
僕は「すでに答えは伝えました」。先生はより深く苦
笑して、「その場合はC’est ma réponse.（それが私の
答えです）と言います。あなたは政治家になれますね」。
といった「気の利いた」やりとりがとにかく気持ちが
いい。

次の回は先生が「この後何かロマンティックなこと
をするのですか？」に僕は「はい、やります。我が家
には新しいロマンティックな行動があります。それは
先生とのトイレ修理に関する進捗で妻がどういう扱い
で会話がされているかを妻とシェアすることです」に
先生は爆笑し、その次のレッスンでは、最初に「あな
たの調子はいかがですか？」ではなく「あなたのトイ
レの調子はいかがですか？」と言ってくる。（もちろ
んそれを妻に伝えて楽しんだ）

そんな先生なので、気合が入り、毎回100語程度の
エッセイ提出があるのだが、ある回は「なぜ私はクラッ
シック音楽が好きか」のテーマを与えられたので、「私
はクラッシック音楽は好きではありません。99%以上
のクラッシック音楽は好きではありません。ただ私
の好きな100曲ぐらいの半分がクラッシック、半分が
Jazzというだけです。一般に「好き」と「その分野に
強いオピニオンを持っている」が混同されています」。
と書いて、そこから盛り上がった。

僕の想像だが、あなたもお気に入りのサービスやお
店、その辺が鍵を握っていると僕は確信している。

20年前の友人との会話を思い出した。
僕：インターラクションの気持ち良さが次回会いた

いか決めると思うんだよね。
彼：それ以外に何がある？

すごい会議ファウンダー。
現在は、サンフランシスコで新たな機会を創出中。

profile / 大橋 禅太郎
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